
年 月 日 ( ) ）

6 】

vs

基本システム 1 - 3 - 5 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

準決勝

会場（ 白波スタジアム

マッチNo.【

高校 鹿児島城西 高校

2026 1 23 金 12:00 kick off

0 1
‐

‐

0 1

00

鹿屋中央

基本システム1　−　５　−　4　−　1

鹿屋中央は1−5−4−１の守備に重心を置いたシステム。鹿児島城西は１-３-５-２のシステ
ム。立ち上がりから自陣から丁寧にパスを繋いで前進し、サイド攻撃を仕掛ける。早い段階
で得点が生まれ試合が動く。16分、右サイドからのサイドチェンジでボールを受けたMF⑳志
賀がドリブルでカットインし、見事なミドルシュートを決めて鹿城西が先制する。その後もMF
⑪長渕の推進力を生かした攻撃などで鹿城西が相手ゴールに迫る展開が続く。対する鹿
屋中央は守備に人数を多く配置し、ゴール前を固めて相手の攻撃に粘り強く対応し、得点
を許さない。後半に入っても鹿城西ペースでゲームは進む。流れを変えたい鹿屋中央は、
攻撃力のあるFW⑧内の投入で１-４-４-２にシステムを変更。そこから鹿屋中央は、FWに
入ったMF⑬立神をターゲットにして、徐々に攻勢を強めていく。その後は互いに決定機を作
るものの決めることができず、鹿城西が勝利した。
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